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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は65,950 千円となりました。これは主に生産規模拡大に伴う有形固定

資産の取得による支出 22,350 千円、無形固定資産の取得による支出 6,600 千円及び投資有価証券の取

得による支出 35,000 千円によるものであります。 
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は9,901 千円となりました。これはストックオプションの権利行使に伴
う株式の発行によるものであります。 

 

 

２．当期の見通し（平成 16 年 4 月 1千浦 16 年 4 月 16
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(単位：千円) 

当第1四半期連結会計期間末 
(平成16年6月30日現在) 科目 

金額 

 平成 Ⅰ
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② 四半期連結損益計算書 
(単位：千円) 

当第1四半期連結会計期間 

自 平成16年 4月 1日 

至 平成16年 6月30日 科目 

金額 百分比 

    ％ 

Ⅰ 売上高     95,788 100.0 

Ⅱ 売上原価   45,201 47.2 

売上総利益   50,587 52.8 

Ⅲ 販売費及び一般管理費     

1.役員報酬  18,051   

2.給与手当  36,894   

3.法定福利費  6,984   

4.研究開発費 ※1 320,041  
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③四半期連結剰余金計算書



 

 8 

④ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円) 

当第1四半期連結会計期間 
自 平成16年 4月 1日 
至 平成16年 6月30日 科目 

金額 
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 (四半期連結亳幻算書関係

当第
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(リース取引関係) 

第6期第1四半期会計期間 

自 平成15年 4月 1日 
至 平成15年 6月30日 

第7期第1四半期会計期間 

自 平成16年 4月 1日 
至 平成16年 6月30日 

前事業年度 

自 平成15年 4月 1日 
至 平成16年 3月31日 

リース物件の所有権が借主に移転
すると認められるもの以外のファイ
ナンス・リース取引 
 
1.リース物件の取得価額相当額、減
価償却累計額相当額及び第1四半

期末残高相当額 

 
取得価額 

�   t - 計 � 日日
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(重要な後発事象) 
第6期第1四半期会計期間 

 自 平成15年 4月 1日 
 至 平成15年 6月30日  

１． 当社は平成 15 年 7 月 4 日付で電源開発株式会社との共同出資による合弁会社の設立についての契約を締結し、

7月 11 日付で株式会社エコジェノミクスを設立いたしました。 
 

（1）目的 

    化学物質が環境や生物に及ぼす影響を評価するために、必須のツールとなるＤＮＡマイクロアレイを開発

し、遺伝子発現解析を行い、将来的にこれらを体系的に利用することを目指しております。 

 （2）新会社の概要 

商号 株式会社エコジェノミクス 

4     4  

焚7月11日     

2化学会質ぅ潟XFナ蚊冠ぬ寘叱物‘姦玄寘嫉会ｻ痰笆ﾄ我�

2化学会質ぅ潟XFナ牙姦鹸滅響を声ﾖﾉ利� 

4

 




